
東海東京フィナンシャル・ホールディングス＜8616＞、エース証券を
TOBで子会社化

東海東京フィナンシャル・ホールディングスは12日、持ち分法適用関連会社のエース証券（大阪市）の
完全子会社化を目的にTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。東海東京フィナンシャル・H
Dはエース証券の株式29.18％を所有する筆頭株主。買付代金は約113億7000万円。中京圏にとどまら
ず、大阪を中心とする関西の大都市圏で事業基盤を獲得するのが狙い。株式26.98％を持つ第2位株主
の富士ソフトもTOBに応募を決めた。

買付価格は1株3220円。買付予定数は353万923株。買付予定数の下限は所有割合37.49％にあたる18
6万9000株に設定している。買付期間は2月15日～3月29日。公開買付代理人は東海東京証券。決済の
開始日は4月16日。

エース証券は1914年、伊藤銀三氏がブローカー大清を大阪で創業したのが始まり。1931年に伊藤商店
を設立し、伊藤銀証券を経て、1989年にエース証券に社名を変更した。2016年から東海東京フィナン
シャル・HDの持ち分法適用関連会社となっていた。


